
PRESS RELEASE 
 報道関係者各位                （株）やます  2024 年 7 月 2 日(火) 

千葉の竹林整備からの商品開発 

食べる竹林整備の第 3弾 竹切物語ラー油きくらげ 発売決定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉の「食」のお土産を中心に、3000 品を超える商品の製造・流通・店舗運営を手掛ける株式会社やます（千葉県

市原市 代表取締役 諏訪聖二）は、竹林整備から伐採した竹の子を使った商品【竹切物語】の第 4 弾を 7 月下旬より

発売予定です。 

商品概要: 

「竹切物語」は、千葉県の美しい竹林から採れた成長過ぎた筍を使用し、環境保全と地域経済の活性化を目指した

商品です。このプロジェクトは、竹林整備と災害リスクの軽減、野生動物による獣害の防止を目指し、持続可能な

管理を実現します。 

竹切物語第 1 弾はメンマ、第 2 段はカレー 

 

 

 

 

 

竹切物語 

160g 600 円（税抜） 

 

竹炭カレー 

1 袋 200g 650 円（税抜） 
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今回の第 3 弾はこのメンマにきくらげとラー油をまぜあわせた商品です。 

特徴: 

地域経済の活性化: 地元産の筍を使用することで、地元農家の収入向上と地域経済の活性化に貢献します。 

高品質: 栽培から加工まで一貫して管理されたメンマは、千葉県の新たな特産品として市場に提供されます。 

商品製造はグループ会社の小川屋味噌店と共同開発しました。 

小川屋味噌店は創業以来 170 年以上にわたり、千葉県で伝統的な味噌と発酵食品の製造を行っている老舗です。や

ますグループの一員として地域の食文化の継承と革新を重視し、持続可能な食の未来を模索しています。 

今後の展望: 

竹林整備は毎年同じ竹林から同じ数量の竹の子の収穫をするのが理想。今年は昨年対比で 30％減の 16トン（内加工

用は 3.3 トン）しっかりと整備をすると不作などは起こることがない t とされる。 

やますは、竹林の持続可能な管理と利用方法のモデルを確立し、他地域への展開も視野に入れています。また、地

元コミュニティとの連携を深め、教育プログラムやワークショップの実施を計画しており、地域全体での環境意識

の向上を目指しています。 
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会社情報 株式会社やます 

1969 年（昭和 44 年）4 月に創業者・諏訪

廣勝により観光土産製造卸売業「諏訪商

店」として創業。2015 年（平成 27 年）6

月に「株式会社やます」を設立。「千葉の

美味しいを大切に」「何気ない日常を特別

に」をスローガンに掲げ、2020年（令和 2

年）に創業 50周年を迎えた。 

http://www.yamasu.com/index.html 

■商品カタログはこちら 

http://www.yamasu.com/ebook/2022/?pNo=1 

 

■運営店舗一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本リリースに関するお問合せ先＞ 

株式会社 やます 担当：柴崎 

TEL：0436-21-2637/FAX：0436-21-6543 

080-5909-4125 

E-mail：shibasaki@yamasu.com 
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